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●お問い合わせ先／ （公財）京都産業２１ 事業支援部 販路開拓グループ　TEL：075-315-8590  E-mail：market@ki21.jp

100余年の歴史を持つ畳店
　当社は1916（大正5）年に創業した畳
店です。一般の家庭用から茶室用、神社
仏閣で使われる有職畳まで幅広い畳を
扱っていますが、今では数少なくなった、
京もの指定工芸品に認定されている「京
たたみ」を手掛ける一軒です。伝統の技
術と知識を受け継ぐ職人の手により、す

べての工程を手で縫う「京たたみ」の最大の特徴は、畳床にあり
ます。稲藁を用いる昔ながらの藁床のかまち（縁が付いていな
い短辺）に板を縫い付けることで補強しており、きちんと手入
れをすれば100年以上は持つと言われる一生ものの畳です。
　ここ数年は、特に茶室用の畳を数多く手掛けてきました。茶
室は、職人技の集合体によって作り上げられており、畳も例外
ではありません。茶室によって数ミリ単位で異なる畳寄せ（畳と
壁が接する部分にできる隙間を埋める横木）を手縫いで調整し
て合わせたり、炉縁と畳が一体
化するように揃えたりと、一連の
工程において隅々まで高い技術
と美意識が求められます。当社
は茶道の格式や定法に精通し、
茶道界のニーズに応えられる畳
屋としての自負を持って、長年に
亘り京都の格式ある社寺の茶室
にも納めてきました。近年では
各国の公館などにも納入してい
ます。

20年以上前から海外展開に着手
　当社の海外展開の歴史は、20年以上前、私がアメリカに渡
り、飛び込み営業を行ったことに始まります。旅行代理店に勤
めていた頃、現地の日本食レストランなどに畳があることを知
り、ニーズがあると感じたことがきっかけでした。
　2002（平成14）年からは、京都産業21の支援を受けて海外
展開を本格化。ロザンゼルスで開催された「Japan Expo」に出
展させていただいたほか、京都産業21の会員交流事業の一環
で、私自身もその立ち上げに関わった異業種交流グループ
「Kyoohoo」では、メンバー企業の経営者たちと海外での新た
な販路開拓について議論し合いました。さらに海外販路開拓事
業としてアメリカ・イタリアの展示会に出展。「Kyoto Japan」海
外戦略プロジェクトとしては上海での催しに計3回参加し、現地
百貨店などでディスプレイや製作実演、販売、製作ワークショッ

プなどを行いました。海
外展開を模索していた
数社の個人的な集まり
だったものを、京都産業
21が「Kyoohoo」とい
う形にし、海外事業の確
立を継続的に後押しし
てくれたからこそ、今が
あると感じています。

技術を継承する職人の育成に向けて
　本当にいい畳を知っておられる方、本格的な畳を求めておら
れる方は国内外にいらっしゃいます。その方々に提供し続けて
いくためにも、職人を育成し、文化として「京たたみ」を継承して
いくことが、当社の使命だと考えています。
　そのためには、広く京都のいい畳をアピールし、需要を喚起
することが不可欠。その一環として当社はコロナ禍の2020（令
和2）年、自宅にいながらお茶の稽古ができる「茶道用置き畳」
の販売を開始しました。IHヒーター用の置炉の高さに合わせた
厚みになっているため、置炉が飛び出ることがありません。国
内では好評を博しており、2021（令和3）年からは海外展開も
始動する予定。これまでの経験を活かし、より多くの方に、京都
の畳ならではの品質の高さを体感していただけるよう努めて
いきたいと思っています。

株式会社もとやま畳店

「Kyoto Japan」海外戦略プロジェクト支援企業紹介 取  材

「Kyoto Japan」海外戦略プロジェクト事業では、海外市場の開拓を目指す京都企業を支援するため、
海外での物産展、商談会等の開催および展示会出展、バイヤー招へいによる個別商談会を開催しています。
本事業を活用して海外販路の開拓・拡大に取り組む企業を紹介します。

経験を重ね培ってきた海外展開のノウハウを活かし
高品質な京都の畳を広くアピールしていきたい

代表取締役  本山 浩史氏

Comp a n y  D a t a
●代表取締役／本山 浩史
●所　在　地／京都市北区紫野門前町45 ●電　　　話／075-491-8608
●創　　　業／大正5（1916）年 ●設　　　立／令和元（2019）年
●事 業 内 容／畳の製造・販売

https://www.kyo-tatami.com

藁床を用い職人の手縫いで作られる
京たたみ

上海伊勢丹での実演の様子

2020（令和2）年より販売を開始した茶道用置き畳

●お問い合わせ先／ （公財）京都産業２１ お客様相談室　TEL：075-315-9090  E-mail：okyaku@ki21.jp

オリジナルTシャツのデザイン製作からスタート
　当社は1981（昭和56）年に創業
した、オリジナルグッズの企画・製
造・販売会社です。特徴は、自社工
場を併設することで、品質の向上
を図るとともに、小ロットから大
ロットまで、短納期や別注などにも
柔軟に対応できる体制を整えてい
ること。当初は学生がメインの顧
客でしたが、社会人のアメリカン

フットボールチームのグッズ製作を手掛けたことを機に、大学・
社会人・プロなどスポーツチームの顧客が増えていきました。数
年前からオンラインショップでファンに向けたチームグッズの販
売も受託しており、オンラインショップは、アメリカンフットボー
ルを中心とするスポーツチーム応援グッズのモールのような品
揃えです。扱っているアイテム数は１万点以上にのぼります。

　最大の強みは、当社がスポーツチームとファンをつなぐ位置
付けにあることです。オンラインショップなどを通じてエンド
ユーザーを直接持っているため、チームに代わってマーケティ
ングを行い、ニーズに沿ったグッズ提案を行うことが可能。個
人・団体を問わず多種多様なリクエストに対応し、想いを形にし
てきた『グッズコンシェルジュ』としての知識・経験を活かしな
がら、グッズを起点とし、ファン獲得や地元密着につながる広報
戦略を意識したイベントなどの提案も行っています。

グッズの観点からのソリューション提供を目指す
　2020（令和2）年、グッズ製作の効率化と対応力強化、関連
業界の底上げ、顧客サービス向上につながる各種システムの

開発に関わる経営革新計画の承認を取得しました。これは将来
的に、個人・中小団体などのエンドユーザーが楽しみながら選
べるような機能を備えた受注アプリケーションと、リクエストに
応え作り上げる『グッズコンシェルジュ』としてのサービスを融
合させることを目指したものです。
　まずは1万点以上にのぼる多様な商品群のデータベース化
に取り組みます。次に当社をはじめ、オリジナルグッズ製作のプ
リントや刺繍を行っている職人・企業のスムーズな連携を叶え
る生産管理システムの開発に着手しました。当社の受注案件を
共有し、その仕入や製作を連携しながら行うことで、当社は営
業活動に、職人が製作に専念できるような環境を生み出し、低
コスト化や効率化、対応力向上、業界の底上げにつなげます。
そして今後は、既存顧客である中小団体のオリジナルグッズを
まとめた専用ページから、関係者が個々に閲覧・購入できるシ
ステムを構築予定です。これがあれば、例えばこれまでスポー
ツクラブのマネージャーが担ってきたような、複数の新入部員
のサイズ確認・注文・受け取り・配布・集金といった一連の業務
を個々に分散することが可能となります。
　2021（令和3）年2月には生産管理システムのプロトタイプ
の運用を開始する予定となっており、現在、協力企業を増やし
ていっているところです。今回の事業計画作成にあたっては、
京都産業21の客観的な指摘があったことで、どんどん具体化
させることができました。また承認を取得したことにより、自分
たちで考えた方向性に対して揺るぎない自信を持てるように
もなりました。目指すのは、グッズを起点としたソリューションを
通じて、顧客であるチームの発展はもちろん、スポーツ文化の
振興も下支えでき
るような存在となる
こと。京都産業21
の支援を活用しな
がら、事業計画の推
進に努めていく所
存です。

Comp a n y  D a t a
●代表取締役／田中 親
●所　在　地／［本社］ 京都市北区紫竹下梅ノ木町29-3
　　　　　　　［S.O.L.（Showroom Office Laboratory）］
  京都市下京区西七条東御前田町6-1
●電　　　話／［本社］ 075-493-2414  ［S.O.L.］ 075-384-1400
●創　　　業／1981（昭和56）年
●事 業 内 容／オリジナルグッズの企画、製造、販売

経営革新計画承認企業のご紹介 取  材

「中小企業等経営強化法」に基づき、経営の相当程度の向上が図られる新たな事業活動（経営革新計画）を京都府知事が承認す
る「経営革新計画承認制度」において承認を受けた有限会社スタジオ貳拾壹のマーケティング部 谷田 美樹男氏に、その取り組
みや展望について伺いました。

マーケティング部  谷田 美樹男氏

有限会社スタジオ貳拾壹
https://www.studio21.co.jp

業界内企業連携と
顧客サービス向上を叶えるシステムを構築

扱うアイテム数は1万点以上にのぼる

自社工場


